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水 稲 新 品 種 「 お き に い り」 の 栽 培 特 性
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1 は じ め に

宮城県は,こ れまで平坦地帯のいもち病の発生しやすい

地域や倒伏 しやすいところに「サ トホナミ」を奨励してき

た。しかし,耐冷性が「中」とやや不十分であること,ま

た,近年の良食味志向の中で,食味の点で厳 しい評価があ

ることなどから,よ り耐冷性の強い良食味品種への転換が

望まれていた。そのような中,耐冷性・食味特性が優れ
,

耐倒伏性・耐病性等の栽培特性も「サ トホナミ」より安定

した水稲新品種「おきにいり」を平成 8年から「サ トホナ

ミJに替え奨励品種とした。

今後は,安定生産のための指標が早急に求められている

ことから「おきにいりJの栽培特性を検討 した。

2試 験 方 法

に)催芽・育苗試験 (平成 8年)

供試種子 :農業センター産,比重113で選種。

催芽 :温度32℃ (ハ トムネ催芽器利用),催芽時間12,

18,24,30時間。

育苗 :出芽管理30℃ ,48時間,緑・硬化等その他管理等

は稚苗の一般管理に準 じた。

2)施肥反応試験 (平成 6,7年 )

植付本数 :3,5,7本 /株

に)登熟調査 (平成 7年)

調査項目 :出穂後の青籾歩合及び登熟歩合の推移。

表 1 出芽割合,芽長,苗丈の推移

24

ササニシキ 320 715 905  975
ひとめ:ぎれ  215 435  730   925

3試 験 結 果

0)催芽及び苗生育

催芽状況は,宮城県の奨励品種の中で催芽が早い「ササ

ニンキJと催芽が遅い「ひとめばれJの中間的な様相を示

す。育苗器内での芽の伸長及び緑・硬化における苗丈の伸

長は,「ササニシキJ並みである。乾物重は両品種を上回

るが (表 1),千粒重の大きいことも一因と考えられる。

唸)施肥反応

収量構成要素の品種特性としては「サトホナミ」より穂

数及び―穂籾数が少ないが,登熟歩合,千粒重が勝 り,収

量はやや高ヽヽ 収量構成要素,収量性及び耐倒伏性に対す

る施肥反応は「サトホナミJと 同様で,穂首分化期追肥で

は千粒重,登熟歩合が低下するものの,穂数増によリピ当

たり籾数が増加し,収量が最も増加する (図 1)。 しかし
,

稗長が伸びて倒伏が増える傾向がみられ,多 llE条件で顕著

である (図 2,3)。 幼穂形成期追肥では一穂籾数増によ

リピ当たり籾数が増加し,穂首分化期追肥に次いで収量が

増加する。減数分裂追肥では千粒重が大きくなり.登熟歩

合も高まるが,イ当たり籾数に影響がないため追肥区の中

では収量が最も少ない。

13)栽植密度と植付本数に対する反応

植付本数に対する反応を標準の 5本/株区と比較した。

3本/株区は一穂籾数が多くなるが,穂数が減少 してポ当

たり籾数が少なくなり,収量の増加には結びつかない。 7

2 本 )

湖 巴 (10a当 たり窒素成分量):基肥 5 kg(標肥),7 kg   栽植密度に対する反応を標準の208株/ざ区 (脚 llem)

(多肥)と追肥時期 (追肥量 2 kg)穂 首分化期,幼穂形成  と比較した。238株/ピ区 (株間14cn)で は,穂数が多 く

期及び減数分裂期を組み合わせた。            なるが,一穂籾数が減少 して留当たり籾数が少なくなり
,

0)栽植様式試験 (平成 7年)             収量はやや低下する。185株/ピ区 (株間18m)で は,一

栽植密度 :185,208,238株 /ピ (畦間30cllと し,株  穂籾数が多くなるが,穂数が減少し,デ当たり籾数が少な

くなり,収量はやや低くなる (表 2)。
間18, 16, 14cnに調整)
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注 催芽割合はハ トムネ以上に達 した割合。

乾物重は25日 日に調査。
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本/株区では,一穂籾数は少なくなるが,穂数が増加 して

nf当たり籾数が多くなり,収量は増加する。 しかし,耐倒

伏性は弱まる (表 2)。

14)登熟の推移

青籾歩合と登熟歩合の推移をみると,奨励品種の中では

登熟が早い「サ トホナミJ及び「ひとめばれJと比べて青

籾歩合の減少が緩やかであるが,登熟速度は速 く,登熟歩

合が平衡状態に達するのは早い (図 4)。

以上の特性からみた栽培上の留意すべき点としては,ご
当たり籾数がとりにくい品種なので,穂数及び一穂籾数を

多 くする早めの追肥が必要で,耐倒伏性,収量性からみて
,

幼穂形成期の追肥が安定性が高いと考えられる。また,青
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籾歩合の低下が緩慢であるが,登熟速度は早いので刈り取

り適期を逸しないようにする必要がある。

図2 施肥法と稗長
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図 3 施肥法と倒伏度 (倒伏度は倒伏程度 0～ 4×面朦粉

表 2 栽植様式と収量及び収量構成要素

口 処理内容

糧便り贅叩
精玄 千1踵 穂数 1穂 イ当た登熟 良質粒

本数 (cnl)

米重        籾数 州数歩合 歩 合倒雌
(tω (g)(対 0(粒)紆粉 (%)(%)
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図 4 登熟歩合及び青籾歩合の推移


